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1.は じ め に
　ヴィク トリア朝(1837-1901)はあらゆる分野において






ち,政 治的役割を果たそ うとしていたが,国 を動かす




































とはな り得ず,精 神的な愛 と自己犠牲を伴 う神聖なも
のであると力説する。 これに対 して後者は,善 人の最
大の害は悪を過大視す ることであ り,人間を善 ・悪に
選別することは馬鹿げているのであって,魅 力的であ
るか退屈であるかで評価するべきだ,と 言ってウィン
































ても不平を言 うべ きではない,と して神の摂理への絶
対的服従を説いたものである。その没自我の思想から
170年近くを経たワイル ドになると,時代思潮の変遷と
軌を一にして、視点が神 とい う絶対存在か ら人間の内
的 自覚へと推移 していることが分かる。19世紀は科学
技術 と経済発展 によって人々の思考形態が即物的方向




メージを伴って心に浸透 し,自 己を根底か ら改変 し揺
るぎないものとして残存する。このような自己信頼あ







　ワイル ドによれば,喜 びや笑い といった快楽は仮面
的な性格があって,そ の背後には粗雑で厳 しく,冷酷









先ず外見上の要因では,彼 のダンディぶ りを物語 るエ
ピソー ドがある。レディング監獄に入っている問,看





















　苦悩 の果てに 自己の内部 に発見 した唯一の宝物は 「謙
虚 さ」(Humility)(Ibid.)である。それ は悔俊 によっ
て得 られた 自己変革であ り,「自己実現 の新 たな様式」
(afresh　mode　of　self-realisation)(lbid.)であっ
た。 「謙虚 さ」 はまた,キ リス トが常 に捜 し求めていた



























　 まず第1は,HPが 荘重な 口調で遠 くの貧 しい家庭の
情景 を説明す る。女裁縫 師が宮廷舞踏 会 に備 える女官
た ちの ガ ウン に トケイ ソ ウの花 柄 を刺繍 して い るが,
病気 で苦 しむ子 どもには何 もしてや れない。悲 しんだ
HPは,自 分の刀の柄のル ビー を持 って行 くよ うにとツ
バ メ に要望す る。 これ に対 して ツバ メは,友 の待 つエ
ジプ トのエキゾチ ックな風景 を夢見るよ うな 口調 で語 っ
て一度は断る。しか し結局,HPの"Swallow,　Swallow,
little　Swallow"とい う呪文 のよ うな呼びかけに素直 に
応 じて従 う。 ツバ メの夢想 す る異 国情緒 は,あ るい は
近代植 民地主義 によって加 速 され たヴ ィク トリア朝人
の東洋 に対 して抱いた異国趣味 と符合するか もしれない。
　両 者のや りと りは音楽 的な リズム感があ り,さ なが
ら舞 台の上 でオペ ラ歌手 が競演 してい るか のよ うであ
る。第2,第3,第4と 続 く慈善行 為の際 も観 客であ
る読者 を前 に して一層荘重 なス タイルで対話 がな され
る。 この よ うな設定 によ り,文 字表 現が音楽 的な響 き
を伴 って鮮 明な情景 を描 出 し,効 果 的な劇構成 が形作
られ てい る と言 え る。
　 ツバ メは母子 家庭 にル ビー を届 けるべ く飛 んで行 く
道すが ら,舞 踏会場 となる宮殿 の上を通過 している と、





"passion-flowers"(トケイ ソウ)は 信仰 心を象徴す
る花 であ るため,物 質主義 を謳歌す る女官 の ドレス に
この花 が刺繍 され る とは皮 肉で ある。 さらに,女 裁縫
師が怠慢で ある とい う身勝手 な不満 を もらす ところは,
生活 に不 自由のない者 の言 う常套語 句 に等 し く,当 人
た ちは ロマ ンチ ックな娯楽 に酔 い しれていて,世 の悲
哀 とは無縁 の立 場 にある ことを物語 ってい る。
　次いでHPは,屋 根裏部屋で寒 さと空腹 に坤吟 して劇
場 の脚 本 を完成 させ よ うとしてい る若者 を憐れ み,ッ
バ メ にさらに一晩留 まって片方 の 目に埋め込 まれたサ
ファイ アを持 って行 くよ うに と命 じる。HPの 発す る言
葉 は,当 初 の"…will　you　not　stay　with　me　for
one　night,　and　be　my　messenger?"とい う哀願 口
調 か ら,こ こでは上述 の呪文の よ うな呼び かけに続い
て"…do　as　I　command　you."とい う命令 口調へ と
変わ る。す る とツバ メに とってHPは 権威のあ る存在 に
な り,そ の命令 には従わ ざるを得 な くな る。 自分の 目
を くりぬい て慈善 に供す る とい う行 為は残酷 なイ メー
ジを伴 うが,自 己犠牲 をい とわ ない極 限的 な宗教 行為
に通じており,HPはこのようにして我が身を削りなが
ら世に貢献するのである。

























ちは元気を取 り戻 して遊びに興 じる。 しかし,冬 を迎
えた町は雪景色 となり,今度はツバメが寒 さに凍えて
飢えを凌 ぐはめになる。この逆転現象も明確なコン ト












はここで死ぬべか らずとい う布告を出 さなければなら
ぬ」と提案し,それを書記が記録する。さらに彼らは,




























の融合が見 られ る。次 に取 り上 げる"The　Selfish
Giant"についても同様のことが言える。











ろが庭の一隅は冬のままで,そ こに1人 の小 さな子ど
もが木に登れないで泣いていた。大男は不欄に思 って

















　年老いた大男はこ うして死を迎 え,子 どもによって
天国の園とい う別の庭 に連れて行かれる。子どもの言
う 「愛の傷」とはもちろん十字架 におけるキ リス トの










られる。 さらに言えば,大 男の姿が家族から遊離 して






























形の代名詞で表 され,荒 々しい冷酷 さのイメージを伴
う。 これ とコ ン トラス トをなす 形で,"Spring",
"Summer","Autumn"及びこれらの季節に関わる















族愛の象徴であると思われ る。 というのは,対 照的に
登場するのが家族 を持たない水ネズミで,自 分に尽し
て くれる友情 しか信じようとせず,そ の言動がまるで
近代の世相の先端を行 くかのように見えるからである。
前者が人間相互のつながりを重視する伝統的道徳観及
び家族観を体現 しているとすれば,後 者は道徳 とは無
縁の新時代の個人的自由主義 を予測 させる人物像だ と
言える。



























く使役する。例えば,壊 れた手押 し車を与える代わ り
に屋根修繕用の厚板や籠一杯の花をもらう,自分の粉








































































てしまう。そこで,い な くなった者に語 りかけても無












しかない。 自己の優秀性を誇示 して 自己満足 に陥 り,
周囲の注 目を得ようとすると,他者の感情 に鈍感にな
り,共感できな くなって,極 端な自己愛に基づ く病的
な人物像が出来上がる。
　続いてアヒルが通 りかかると,誇 り高い 「打ち上げ
花火」が自分は空高 く飛び上って黄金のシャワーとなっ




















が,あ ま り効果がないことが分かるとそれを断念 し,
身近な現実である家庭に戻った という経験を語る。ア

















に陥った 「打ち上げ花火」 にせよ,そ れらは道徳廃棄
論者であるワイル ドの一面を描出していると考えられ
る。 とい うのは,彼 自身がダンディズムに基づ くナル
シシズムの傾向をもっていたか らである。ナルシシズ




















事会員 らと同様,ワ イル ドの人間分類に従えば俗物の





The Inportance of　Being Earnestや LadyW
indermere's　Fanにおいて軽桃浮薄で想像力の貧 し
い貴族を笑いの材料として取 り上げ、またDe　Profun　dis
においても俗物を激 しく糾弾 している。彼は,根 本的
にはキ リス トの時代 と19世紀のイギ リスとは,人 間の
俗物性に違いはないとして次のように言 う。



















　キ リス トが体現 した生命力とは多様な想像力の発揮







トの言動を崇拝の対象 とする。すなわち,彼 はキ リス







多分に影響 され,宗 教心が個別に作 られてい く。 した





　 このように,ワ イル ドはキ リス ト教徒であるにして
もそれは伝統的道徳観を踏襲する意味での信徒ではな
い。彼がキ リス トを信奉するのは、キ リス トが一般大
衆の心情に深 く共感し,苦 悩を共有するとい う卓抜し
た実践的想像力の持ち主であると見たからである。キ










1.ラ テ ン語訳 聖書 「詩編 」 にある言 葉で、絶望 の ど
　　ん底か らの叫び、を意 味する。通常、『獄 中記』 と
　 訳 され る。 本来 友人宛 て に書い た手紙 で あ るが,
　 死 亡 した1900年の5年 後 に刊行 された。 なお,テ
　　ク ス トはThe　Complete Works　of　Oscar
　　 l7Vil(1θ(London:Collins,2003)を使用 し、本





　　18世紀プ ロシアのフ リー ドリッヒ大王 の宮殿 に由
　　来 してい るが,特 段の関連 事項が他 に見 当た らな
　　い ところ を見 る と,プ ロシア建設 の英 雄で ある大
　　王 よ りも,宮 廷 の華麗 さを付 与す る意 味で この作
　　品 で引用 され たのであ ろ う。
4.Lawrence　Dansonは,この作品 をワイル ドのエ ッ
　　セイ"The　Soul　of　Man　Under　Socialism"と
　　関連づ け,社 会主義的イデオ ロギーの視点か ら論 じ
　　る読み方を提唱 している。すなわち,階 級社会 にお
　　い てHPが 貧者 を救済す る象徴的 な存在 になってお
　　り,ツ バ メも労働者たちを観察する立場 で社会矛盾






　 て,ワ イル ド自身 の告 白が見 られ る。
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